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その華の威雫
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塚本　誹蔵

那刷臥'も長く'輸送の余塵化のため比問～1-帽品の輸送を帥仙めている｡

函舘と松前に支店光村万岬と脚.a班のかか

木村万平のー又社のあった函虎市東浜町付近(封･末広附)

少なかった官用荷物典相で陀牝した打払丸が
修以されているころ'附桁班は桝門釦の遡行に悦する故虻を打っている｡印小只詰

J･笥ソ南雌茄への文符にtrI茨
臨丸迎川法政氾之鶴ハ詐井監印ヨ基甜御承矧之弟卜作挟｣とあり'改正のねらいは訳の山?.笛に掩いされた文即で即郎される｡

肌帆船椛臨丸詣班怒軌敏
仰紺快以親迎川イタシ挟処国別何不旭ノ掛橋人荷物ヲモ粥へ‖セ不巾テハ官川の㈲従に茄･=ヲモイタシ托不能利にり内牧_司研削こイタシ何物二不別所人荷物ヲモ研

Au幌tj3昨咋正月廿七円及御

羅蚊石こ付テハI定和船
鮎川ヲ以迎撒イタシ珂中森二晩ハ1兆旨ノ御免状御荘柳城炊抜仔炊成臨丸ノ義邦

触回研取扱大尉万平へ小村侠条同人宛ヲ以御折傾朋成挟様汚挟比殿御組合嘉掛合快也　　　　　正月

毎月'利益金を上納同じ実円は大成･外戚Si:

S:･にJお山･tLr群島てい各が'純S=ともE･刑那とし､粥<何物か南適し'月余を似ることに触色空がしているが､招終的には月々の利糞肌七刑の形で木村方甲には臨丸の

部へ
拭蹄丸耶郎略牡IE光炊ハ

～射･Tai二耶川巾之牒押物不残柄<'G'aへ向ケB.以例晶川沖へ衆人叫小城比aFt祁退校也　　　　二月(‖欠)

また的桟に由'E物押掛か
ら火山:i託て仙ハへの又伽によれば'

乗務員を一新

2外国人雇う

よって支払うことになっていたが'市坪はum班に]邦粥川か巾Lmている｡このrI‥についての朗'a試将帥順Ⅵ･Tの頻:i]誠=への凶不文もある｡

輿作での作配
役':-;柁此軸避机和についたが'八月汁八日'城鮎丸==肌に側する叉IH･が繭が舵病状より

票にもたらされ
た.

ば鮎九七ルけ;こ

民尚商品の輸送認める

巡行取故を許可した.
なお､成臨丸の捗肘は三

月中に終り､収京誠より上総は輿押出朝先の知日肋山

花組九州理山北三月二十

tHH…川抑人相此碍酌池川帆之叩ト.q器鵬ーE険即八子今市鮎人相鮒之多分詣品枇人柄炊二日日々綿罰叩焼

正月朔日

とあり､脚'･2-i班荷物輸送
のみでは射鏑も少なく'擁

わりは'駒岬のwG..三咋(一八LU叩)六･;.肘拓は桝門別､放牛丸の汚辱にはじまる.穴只にー･ー刑会社を瀧叱'踊..iat松例に支出晶殺して北.q並物虎の.3]粥即又で大きくかかわっていた｡また新たに成就丸遊行に朋しては酌小故.Fq藁施し'刑収は繋当昭の東胡

日管一所'迎川カとして二名の外<告叫S=菅もって相川'鮎戊には山口弥八､ガ平和化北迎川会計として木村的iuを冊甘亡'その他小流､水夫十八hIが索耶する計佃
f:T=品柄班に朋粥川畔四月

二十二口付で提山している.さらに県ぎーもでの修配料二千二日金糸.は茶村方呼に

‖杓畏叩移り三人･T･,収トシテA.姐狩へ内川机放映

この械臨丸は汝の航行を
述べる例に｢移は<引似Jのいきさつについて触れないわけにはいかない｡

(旺)5:川粒は明的∴咋
仙和瓦脚荒し､川日に役所をおいたが'Eq叩仙台粕に桝会'記咋Ji･:城肘と改称された.(札幌白石高教論･郷土史家)


